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第
十
1
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
の
投
資
規
模
確
保
等
に
関
す
る
意
見
書

こ

の

こ

と

に

つ

い

て

,

別

紙

の

と

お

り

内

閣

総

理

大

臣

'

大

蔵

大

臣

'

建

設

大

臣

､

自

治

大

臣

'

経

済

企
画
庁
長
官
に
意
見
書
を
提
出
す
る
｡

平
成
四
年
九
月
二
十
九
日
提
出

三
朝
町
議
会
議
員

三
朝
町
議
会
議
長

三
朝
町
議
会
議
員

三
朝
町
議
会
議
員

三
朝
町
議
会
議
旦

三
朝
町
議
会
議
員

平
　
成
閏
年
九
月
仕
九
日
　
原
案
可
決

三
朝
町
親
会
議
長
西
村
武
洋
美
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第
十
一
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
の
投
資
規
模
確
保
等
に
関
す
る
意
見
書

道
路
は
,
わ
が
国
が
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
､
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
形
成
,
東
京
一
極
集
中
の
是
正
'
多
極
分
散
型

国
土
構
造
形
成
等
の
課
題
に
対
応
し
､
豊
か
さ
と
ゆ
と
り
の
実
感
で
き
る
生
活
大
国
の
実
現
を
図
る
う
え
で
'
最
も
重
要

な
役
割
を
果
た
す
施
設
で
あ
る
｡

今
般
決
定
さ
れ
た
｢
生
活
大
国
五
箇
年
計
画
｣
に
お
い
て
も
,
国
民
が
豊
か
さ
と
ゆ
と
り
を
日
々
の
生
活
の
中
で
実
感

で
き
,
多
様
な
価
値
観
を
実
現
す
る
た
め
の
械
会
が
等
し
-
与
え
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
お
り
'
道
路
は
｢
人
と

く
ら
し
を
支
え
る
社
会
空
間
｣
で
あ
る
と
い
う
視
点
に
立
っ
て
,
ま
ち
づ
-
り
,
地
域
づ
-
り
の
基
盤
と
し
て
､
使
い
方

ま
で
含
め
た
総
合
的
な
道
路
政
策
の
展
開
が
期
待
さ
れ
て
い
る
｡
特
に
他
の
住
宅
･
社
会
資
本
整
備
や
各
種
の
地
域
振
興

施
策
を
支
援
し
生
活
者
の
豊
か
さ
を
支
え
る
道
路
整
備
推
進
が
求
め
ら
れ
る
｡

し
か
る
に
,
道
路
予
算
の
現
状
は
,
こ
う
し
た
整
備
の
推
進
を
図
る
た
め
に
は
極
め
て
不
十
分
で
あ
り
､
今
後
'
道
路

投
資
の
拡
大
が
図
ら
れ
な
け
れ
ば
,
公
共
投
資
基
本
計
画
の
達
成
に
支
障
が
生
じ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
'
国
民
生
活
､
也

域
経
済
へ
の
悪
影
響
も
強
-
懸
念
さ
れ
る
状
況
に
あ
る
｡

と
り
わ
け
本
町
は
,
二
百
三
十
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
広
大
な
山
間
に
六
十
四
の
集
落
が
点
在
す
る
と
い
う
地
理
的
条

件
か
ら
,
道
路
に
対
す
る
依
存
度
が
高
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
,
道
路
整
備
が
著
し
-
立
ち
遅
れ
て
い
る
た
め
'
そ
の
整
備

を
求
め
る
町
民
の
声
は
切
実
な
も
の
が
あ
る
｡

そ
の
た
め
,
地
域
活
性
化
の
基
盤
で
あ
り
､
か
つ
地
方
拠
点
の
整
備
を
進
め
る
上
で
の
基
幹
と
な
る
地
域
高
規
格
幹
線

道
路
整
備
の
新
た
な
る
展
開
,
日
常
生
活
に
密
接
に
関
係
す
る
渋
滞
解
消
の
た
め
の
バ
イ
パ
ス
･
環
状
道
路
の
整
備
等
が



必
要
で
あ
る
｡

よ
っ
て
､
政
府
に
お
か
れ
て
は
､
道
路
整
備
の
重
要
性
を
深
-
認
識
さ
れ
'
次
の
捨
置
を
講
ず
る
よ
う
強
-
要
望
す
る
｡

記

1
'
第
十
一
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
の
総
投
資
規
模
七
十
六
兆
円
を
確
保
す
る
こ
と
.

二
道
路
特
定
財
源
で
あ
る
揮
発
油
税
'
自
動
車
重
量
税
等
の
暫
定
税
率
を
'
平
成
五
年
度
以
降
継
続
す
る
と
と
も
に
､

1
般
財
源
を
大
幅
投
入
す
る
等
､
道
路
整
備
財
源
の
充
実
を
図
る
こ
と
o

一
､
自
動
車
重
量
税
を
含
む
道
路
特
定
財
源
は
'
全
額
道
路
財
源
に
充
当
す
る
こ
と
｡

1
､
地
方
公
共
団
体
の
道
路
整
備
財
源
の
充
実
強
化
を
図
る
こ
と
O

二
第
十
次
積
雪
寒
冷
特
別
地
域
道
路
交
通
確
保
五
箇
年
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
'
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
施
策
の

充
実
を
図
る
と
と
も
に
現
計
画
を
大
幅
に
上
回
る
事
業
費
を
確
保
す
る
こ
と
｡

以
上
､
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
｡
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